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平成２７年３月期(第６９期) 事業環境

１ 為替の円安効果

２ チャイナプラスアザーズの加速 → 売上増加に貢献
中国に代わる大量の発注の受け皿として、その他のアジアを中心に中米地区
の設備増強、新規工場の建設が加速。
その他のアジアにおいては、バングラデシュプラスワンによるインドの復活。
世界の衣料に対する消費需要の増減に係らず、売上増加に寄与。

３ 中国内需売り上げの低迷とハイエンド機への移行
（１） チャイナプラスアザーズによる縫製企業の受注減少で設備過剰となり、

投資抑制
（２） 大手縫製企業や資金力のある縫製企業による、合理化のための高効率

ミシンの需要増

４ 市場が中国からその他アジアや米州への移動に伴い、販売台数は横ばいながら
平均単価はアップ。

５ ダイカスト事業の中国工場の新工場建設の遅れがあったものの、ベトナム工場の
操業開始により、堅調に推移。

Ⅰ-01
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０

（百万円）

当期末前期末

平成２７年３月期(第６９期) 通期業績

１４，０６７ １６，２０６

１２，０００

１５，０００

工業用ミシン
84.7％

連結売上高

１８，０００

９，０００ 工業用ミシン
84.4％

その他 0.3％

ダイカスト部品
15.4％

ダイカスト部品
15.1％

その他 0.2％

●前年同期比 １５．２％ （２，１３９百万円）

当期末 増減額 増減率

工業用ミシン １３，６７８ １，７６９ １４．９％

ダイカスト部品 ２，５０１ ３８１ １８．０％

その他 ２６ ▲１２ ▲３２．０％

連結合計 １６，２０６ ２，１３９ １５．２％

６，０００

３，０００

(パーセンテージは売上比率)

＜工業用ミシン＞
販売台数 前期比 ▲２．３％
販売単価 前期比 １３．４％

為替要因除外 前期比
３．７％

Ⅰ-02

(百万円以下切り捨て)

※その他は６９期末に清算
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平成２７年３月期(第６９期) 通期業績

連結営業利益連結営業利益 連結経常利益連結経常利益
税金等調整前
当期純利益

税金等調整前
当期純利益

２，３２８

1,118 1,260
953

(百万円)

前期末 当期末

１，０００

０

連結当期純利益連結当期純利益

1,261

２，７０４

営業外収益 ６６５
営業外費用 １９９

特別利益 ５１４
特別損失 ０

法人税等 ４６６
法人税等調整額 ▲１３０
少数株主利益 ３８

２２３ ８１９ ８４４ １，１５８
期初

計画比

６０４ ９２９ １，４４２ １，３７５前期比

１，７２３

２，１８９

売上高 ２，１３９
原価率 ▲１．９
売上総利益 １，０６９
販管費 ４６４

１，５００

２，０００

２，５００

３，０００

Ⅰ-03

計画

1,500

1,370

1,860

1,170

５００
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平成２７年３月期(第６９期) 通期業績

原価改善要因

１） 工業用ミシンの操業度アップ
２） 部品の海外調達比率の増加
３） 為替の円安要因
４） 販売単価のアップ
５） 製造子会社の原価改善

原価悪化要因

１） 1台当り製造費用の上昇
２） 為替の円安による未実現利益の増加
３） 減価償却費の増加

Ⅰ-04
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●為替による影響

平成２７年３月期(第６９期) 通期業績

（百万円）
（平成２７年３月期通期連結決算ベース）

通貨 JPY USD EUR RMB 当期実績
為替要因

除外
前期実績

為替要因除外

前期比

期中為替レート － ¥106.37 ¥140.67 ¥17.32 － － － －

前期為替レート － ¥97.11 ¥129.31 ¥15.61 － － － －

差 額 － ¥9.26 ¥11.36 ¥1.71 － － － －

売上高 ５６８ １０，２３１ １，１４６ ４，２６２ １６，２０６ １４，８０３ １４，０６７ ７３５

比率 ３．５％ ６３．１％ ７．１％ ２６．３％ １００．０％ － － －

為替影響額 ０ ８９１ ９３ ４２１ １，４０４ － － －

売上原価 ３，４２５ ７８３ ０ ５，９８２ １０，１９０ ９，５３０ ９，１２０ ４１１

比率 ３３．６％ ７．７％ ０．０％ ５８．７％ １００．０％ － － －

為替影響額 ０ ６８ ０ ５９１ ６５９ － － －

販売管理費 １，９３８ １，２６５ １８３ ９０９ ４，２９４ ４，０５２ ３，８３０ ２２３

比率 ４５．１％ ２９．４％ ４．３％ ２１．２％ １００．０％ － － －

為替影響額 ０ １１１ １５ １１５ ２４１ － － －

営業利益 ▲４，７９５ ８，１８３ ９６３ ▲２，６２９ １，７２３ １，２１９ １，１１８ １０１

為替影響額 ０ ７１１ ７７ ▲２８５ ５０４ － － －

原価率 ー ー ー ー ６２．９％ ６４．４％ ６４．８％ ー

Ⅰ-05
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平成２７年３月期(第６９期) 通期業績

0

▲223
258

65

H26(2014)/4～
H27(2015)/3

Ⅰ-06

営業利益増減要因営業利益増減要因

販売増 原価改善 為替変動経費増H25(2013)/4～
H26 (2014)/3

604

（百万円）

1,118

504

1,118

1,723
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事業別所在地別セグメント売上高(百万円)

工業用ミシン工業用ミシン ダイカスト部品ダイカスト部品

０

２，０００

４，０００

６，０００

８，０００

０

５００

１，０００

１，５００

２，０００

２，５００

508 1,559 3,924 1,450 922 8,365

512 2,156 6,086 2,046 1,106 11,909

568 1,920 7,293 2,751 1,145 13,678

1,767 ー 1,767

2,119 0 2,119

2,315 186 2,501

9.2％

10.9％

▲11.0％

19.8％

34.5％

3.5％

前年同期比
１４．９％
（5.1％）

日 本
その他の
アジア中 国 米 州 欧 州 合 計

前年同期比
１８．０％
（6.5％）

その他の
アジア中 国 合 計

(▲19.8%)

(9.4%)

(22.8%)

(▲4.8%)

(▲1.5%)

※百万円以下切り捨て

第67期

第68期

第69期

※グラフ（ ）内は為替要因除外の場合の前期比

Ⅰ-07 平成２７年３月期(第６９期) 通期業績
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Ⅰ-08

総 資 産総 資 産 負債・資本・純資産負債・資本・純資産

平成２７年３月期(第６９期) 連結貸借対照表

（百万円） 当期末 前期比

総資産合計 29,524 3,995

流動資産 21,534 3,000

現金及び預金 7,576 1,345

受取手形及び売掛金 4,864 195

棚卸資産 8,252 1,234

繰延税金資産ほか 842 223

固定資産 7,989 995

有形固定資産 6,431 941

建物 2,901 392

機械 1,904 247

建設仮勘定 565 277

無形固定資産および投資その他の資産は１億円以下
の増減

（百万円） 当期末 前期比

負債合計 9,675 ▲2,007

流動負債 5,600 ▲1,520

支払手形及び買掛金 1,382 ▲125

借入金及び社債 2,867 ▲1,079

固定負債 4,075 ▲486

借入金及び社債 2,681 ▲492

純資産合計 19,848 6,002

株主資本 15,576 3,925

資本金 2,255 346

資本剰余金 2,983 928

利益剰余金 10,342 2,173

自己株式 ▲5 477

その他の包括利益累計額 3,536 2,002

為替換算調整勘定 3,437 1,804

少数株主持分 736 74
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平成２７年３月期(第６９期) 連結財政状況Ⅰ-09

１株利益/配当金/配当性向自己資本/自己資本比率/ROE １株当り純資産/PBR

第68期
(H26/3)

第67期
(H25/3)

19,112

10,027

(百万円) (%)

53.2%
51.6%

770.34

448.40

(円)

第69期
(H27/3)

第68期
(H26/3)

第67期
(H25/3)

第69期
(H27/3)

13,184

64.7%

第68期
(H26/3)

第67期
(H25/3)

第69期
(H27/3)

594.90

0

2,500

10,000

7,500

12,500

15,000

5,000

0

20

30

40

50

60

10

0

200

400

0

(%)

3

6

9

12

15

0

20

(円)

600

40

60

80

100

120

0円

7.80円
6.0円

42.60円

14.0%70

80

17,500

20,000 800

12.0円

11.8%

101.36円

18

配当金 １株利益 配当性向

1.86%

8.21%
14.42%

※ROE：
当期純利益÷期初期末平均自己資本

自己資本比率 ROE

0.64 0.66 0.78

0

0.2

0.4

0.6

0.8
(倍)

289

393

600

ＰＢＲ期末株価
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Ⅰ-10

連結キャッシュフロー連結キャッシュフロー

営業活動CF営業活動CF 投資活動CF投資活動CF 財務活動CF財務活動CF

1,980

518

▲498

▲461

686

▲161

1,039
▲311

平成２７年３月期(第６９期) 連結ＣＦ

▲302

0

1,000
▲400

▲500

▲600

▲300

▲100

0

(百万円) (百万円)

0

▲500

250

500

(百万円)
750

500

▲200

▲250

1,500

2,000

第68期
(H26/3)

第67期
(H25/3)

第69期
(H27/3)

第68期
(H26/3)

第67期
(H25/3)

第69期
(H27/3)

第68期
(H26/3)

第67期
(H25/3)

第69期
(H27/3)

2,500



13

・６９期 ： １，０２１百万円 （前期比 ５４５百万円）

Ⅰ-11 平成２７年３月期(第６９期) 設備投資等

設備投資設備投資

減価償却費減価償却費

研究開発費研究開発費

・６８期 ： ５１７百万円

・６９期 ： ５５６百万円 （前期比 ３８百万円）

・６８期 ： ３８４百万円

・６９期 ： ４０１百万円 （前期比 １６百万円）

会 社 名 内 容
設備投資額

（百万円）

ペガサスミシン製造株式会社 滋賀工場 主に加工設備の新設 ５７

ペガサス（天津）ミシン有限公司 主に加工設備の新設 ６０

天津ペガサス嶋本自動車部品有限公司 工場棟の建設、加工設備の新設 ５１９

PEGASUS-SHIMAMOTO AUTO PARTS 
(VIETNAM) CO., LTD.

主に加工設備の新設 ２７８



141414

平成２８年３月期
(第７０期)
業績予想



事 業 環 境事 業 環 境

15

（１） チャイナ プラス アザーズの持続

（２） 中国内需市場は減少傾向

（３） 新興国の景気・消費動向

（４） ミシン業界の低価格競争

（４） ハイエンド機種の需要拡大

（５） ダイカスト部品事業の増産投資効果

（６） 為替の動向

Ⅱ-01 平成２８年３月期(第７０期) 連結業績予想
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０

（百万円）

Ｈ２８/３月期予想前期末

平成２８年３月期(第７０期) 連結業績予想

１６，２０６ １８，３６０

１５，０００

工業用ミシン
84.4％

連結売上高

２０，０００

１０，０００ 工業用ミシン
80.0％

その他 0.2％
ダイカスト部品

20.0％ダイカスト部品
15.4％

●前年同期比 １３．３％ （２，１５３百万円）

当期末 増減額 増減率

工業用ミシン １４，６７５ ９９６ ７．３％

ダイカスト部品 ３，６８５ １，１８３ ４７．３％

その他 ０ ▲２６ ▲１００．０％

連結合計 １８，３６０ ２，１５３ １３．３％

５，０００

(パーセンテージは売上比率)

＜工業用ミシン＞
販売台数 前期比 ▲１．９％
販売単価 前期比 １０．７％

為替要因除外 前期比
４．１％

(百万円以下切り捨て)

※その他は前期末に清算

Ⅱ-02
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平成２８年３月期(第７０期) 連結業績予想

連結営業利益連結営業利益 連結経常利益連結経常利益

１，４２０

１，７２３

２，１８９

(百万円)

前期末 当期末

１，０００

０

連結当期純利益連結当期純利益

２７７ ▲１７９ ▲９０８前期比

２，０００

２，０１０

１，５００

２，０００

２，５００

２，３２８

５００

Ⅱ-03
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●為替による影響

平成２８年３月期(第７０期) 連結業績予想

（百万円）（平成２８年３月期 連結業績予想ベース）

通貨 JPY USD EUR RMB
H28/3

計画

為替要因

除外
前期実績

為替要因

除外前期比

計画レート － ¥115.00 ¥130.00 ¥18.50 － － － －

前期期中レート － ¥106.37 ¥140.67 ¥17.32 － － － －

差 額 － ¥8.63 ▲¥10.67 ¥1.18 － － － －

売上高 ５６０ １２，２２０ １，０００ ４，５８０ １８，３６０ １７，２３２ １６，２０６ １，０２６

比率 ３．１％ ６６．６％ ５．４％ ２４．９％ １００．０％ － － －

為替影響額 ０ ９１７ ▲８２ ２９２ １，１２７ － － －

売上原価 ３，６０７ ２，９４６ １２ ５，２４０ １１，８０５ １１，２５１ １０，１９０ １，０６１

比率 ３０．６％ ２５．０％ ０．１％ ４４．４％ １００．０％ － － －

為替影響額 ０ ２２１ ▲１ ３３４ ５５４ － － －

販売管理費 ２，０７1 １，４２１ １６０ ９０３ ４，５５５ ４，３８９ ４，２９４ ９５

比率 ４５．５％ ３１．２％ ３．５％ １９．８％ １００．０％ － － －

為替影響額 ０ １０８ ▲１３ ７１ １６６ － － －

営業利益 ▲５，１１８ ７，８５３ ８２８ ▲１，５６３ ２，０００ １，５９３ １，７２３ ▲１３０

為替影響額 ０ ５８８ ▲６８ ▲１１３ ４０７ － － －

原価率 － － － － ６４．３％ ６５．３％ ６２．９％ －

Ⅱ-04

※百万円以下切り捨て
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277

2015/4～
2016/3

営業利益増減要因営業利益増減要因

販売増 原価悪化 為替変動経費増2014/4～
2015/3

平成２８年３月期(第７０期) 連結業績予想

0

1,723
▲410

▲95

2,000

（百万円）

+407

Ⅱ-05

+376
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事業別所在地別セグメント売上高(百万円)

工業用ミシン工業用ミシン ダイカスト部品ダイカスト部品

０

２，０００

４，０００

６，０００

８，０００

０

８００

１，６００

２，４００

３，２００

568 1,920 7,293 2,751 1,145 13,678

560 1,595 8,410 3,110 1,000 14,675

2,315 186 2,501

2,985 700 3,685

28.9％

▲1.4％

▲16.9％

15.3％

13.0％

▲12.7％

前年同期比
７．３％
（0.8％）

日 本
その他の
アジア中 国 米 州 欧 州 合 計

前年同期比
４７．３％
（37.7％）

その他の
アジア中 国 合 計

(▲22.2%)

(6.7%)

(4.6%)

(▲5.6%)

(20.8%)

※百万円以下切り捨て

第69期

第70期

１０，０００

276.3％

(248.4%)

※グラフ（ ）内は為替要因除外の場合の前期比

Ⅱ-06 平成２８年３月期(第７０期) 連結業績予想
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・６９期実績 ： １，０２１百万円

・７０期計画 ： ８８４百万円 （前期比 ▲１３７百万円）

ペガサスミシン製造株式会社 １７５百万円

美馬精機株式会社 ２００百万円

天津ペガサス嶋本自動車部品有限公司 ３０７百万円

PEGASUS-SHIMAMOTO AUTO PARTS (VIETNAM) CO., LTD. ８１百万円

平成２８年３月期(第７０期) 設備投資等計画

設備投資設備投資

減価償却費減価償却費

研究開発費研究開発費

・６９期実績 ： ５５６百万円

・７０期計画 ： ６４１百万円 （前期比 ８５百万円）

・６９期実績 ： ４０１百万円

・７０期計画 ： ４３５百万円 （前期比 ３４百万円）

Ⅱ-07
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平成２８年３月期(第７０期) 配当予想Ⅱ-08

配当予想配当予想

6.0円

42.6円

14.0%

12.0円

101.36円

11.8%

24.5%

57.23円

14.0円

(円) (％)

第70期
(H28/3)
予想

第68期
(H26/3)

第69期
(H27/3)

配当金 １株利益 配当性向

中間 期末 年間

第68期 3円 3円 6円

第69期 ４円
8円

（うち2円記念配）
12円

第70期
（予想）

7円 7円 14円

１株利益/配当金/配当性向１株利益/配当金/配当性向
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平成２８年３月期
(第７０期)
重点課題



Ⅲ-01
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１．売上高対策

重点課題

１）重点課題の推進
*ベトナムおよび周辺国の販売強化
*中国製ハイエンド機種の拡販
*ダイカスト事業の拡大
*販売単価アップの継続（毎期５％）
*台湾系、韓国系縫製業社との取引拡大
*オセロ作戦の展開

２）中国販売戦略の転換
*ハイエンド機種の拡販
*分公司の整理、代理店の整理・拡大
*模倣ミシンの排除（偽物対策の徹底）

３）その他
*３つの差別化（製品・品質・サービス）の徹底
*市場環境に即応可能な海外拠点の整備
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重点課題

２．原価改善対策

１）海外部品調達比率アップ

２）委託ミシンの仕入れ単価低減
*委託ミシンのベトナム移管
*部品調達先の多様化 （ベトナム、中国内）

３）製造拠点の原価低減
（工業用ミシン事業、ダイカスト部品事業の中国および

ベトナムの製造拠点）

４）品質改善による無駄の撲滅
*部品品質改善プロジェクト推進
*品質監査室活動強化
*部品納期改善・不良率ゼロ
*部品発注方式の変更

Ⅲ-02
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会社概要
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Ⅳ-01 会社概要

代表者

創 業

会社名

所在地

ペガサスミシン製造株式会社

代表取締役会長 清水盛明
代表取締役社長 美馬成望

１９１４年（大正３年）１月

大阪市福島区

資本金 ２２億５，５５５万円（平成２７年３月末現在）

売上高 １６２億６４９万円（平成２７年３月末現在）

従業員数 １，２８３名（連結平成２７年３月末現在）
２２１名（単体平成２７年３月末現在）

事業内容 工業用環縫いミシンおよび部品の製造・販売
自動車用安全ベルト関連部品の製造・販売

会社概要 株主状況

個人・その他
97.36%

平成２７年３月末時点

◆所有者別比率(%)

個人・その他
60.0%

外国法人等
5.7%

金融機関

18.1%

証券会社

3.6%

その他の
法人
12.5%

自己名義
株式
0.1%

外国法人等

金融機関

証券会社

その他の法人

自己名義
株式

◆所有者別持株数比率(%)

0.78%

0.92%

0.42%

0.50%

0.01%

氏名または名称 割合(％)

1 株式会社美馬 6.26

2 日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 4.12

3 株式会社三井住友銀行 3.35

4 板東敬三 3.31

5 吉田隆子 2.86

6 美馬成望 2.47

7 ペガサスミシン従業員持株会 2.15

8 板東雄大 1.89

9 美馬正道 1.76

10 田村真子 1.49
計 29.66

大株主の状況大株主の状況 平成２７年３月末時点
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連結業績推移連結業績推移

（単位：百万円）

１５，０００

２，０００

０

第６０期
平成１８年
３月期

第６１期
平成１９年
３月期

第６２期
平成２０年
３月期

第６３期
平成２１年
３月期

第６４期
平成２２年
３月期

Ⅳ-02 会社概要

１０，０００

５，０００

▲２，０００

０

４，０００２０，０００

売上高 利益

売上高（左） 営業利益（右） 経常利益（右） 当期純利益（右）

16,283
2,797
3,038
2,246

16,708
2,781
2,659
2,077

16,615
2,349
2,083
1,357

※グラフ内の数字は上から売上高、営業利益、経常利益、当期純利益

10,059
▲1,063
▲1,193
▲1,843

7,985
▲1,206
▲1,181
▲1,940

11,943
428
431
156

第６５期
平成２３年
３月期

11,152
192

78
▲149

第６６期
平成２４年
３月期

10,170
21

266
174

第６７期
平成２５年
３月期

14,067
1,132
1,274

966

第６８期
平成２６年
３月期

第６９期
平成２７年
３月期

16,206
1,723
2,189
2,328
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事業内容

工業用ミシン
84.4％

ダイカスト部品
15.4％

※グラフ内の％は平成27年3月期通期 売上高構成比率

その他
0.2％

連結売上高
16,206百万円

新型オーバーロックミシン

新型偏平縫いミシン

ダイカスト製品イメージ図

ダイカスト製品
使用部位

Ⅳ-03
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事業内容 工業用ミシン

工業用環縫いミシンの製造・販売
工業用ミシンとは、衣料縫製産業の主要生産設備 資本財

ミシン

家庭用ミシン

工業用ミシン

環縫いミシン

本縫いミシン

環縫いミシンと本縫いミシンの違い

環縫いミシン 本縫いミシン

ニット（編まれたもの）の構造 織物（織られたもの）の構造

環縫いの縫い目(断面図)

● カジュアルウェア
● スポーツウェア etc

本縫いの縫い目(断面図)

● スーツ
● ジーパン etc

特 化 !

当社は主に輸出向けの高級ニット
ウェアやカジュアルウェアなどの縫製
で広く使用されている環縫いミシンに
特化した事業を展開

Ⅳ-04
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事業内容 工業用ミシン（環縫いミシンの用途）

様々な用途に対して、豊富な機種を展開。その数 種類以上!!3,500

様々な用途に使われる環縫いミシン。
当社では現在、3,500種類以上の
品揃えで、ユーザーニーズに対応!!

Ⅳ-05
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主に先進国に輸出

品質重視
主に先進国に輸出

品質重視

事業内容 工業用ミシン（環縫いミシン業界）

高性能・高機能の環縫いミシン業界は寡占状態

輸出縫製輸出縫製

信頼のある設備
（世界で認められた設備）

TOP SHARE

環縫いミシン市場は

J社
（日本）

Y社
（日本）

K社
（台湾）

開発途上国内で消費

価格重視(低価格)
開発途上国内で消費

価格重視(低価格)

内需縫製内需縫製

より安い
設備・材料

環縫いミシン市場は

巨 大 市 場
中国製ミシン

低品質

低価格で百数十社

ローカル製ミシン

模倣ミシン

Ⅳ-06
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事業内容 工業用ミシン（環縫い市場）

環縫い市場は安定的に拡大

世界人口の

増 加
世界人口の

増 加

生活水準向上による

＋
一人当たり保有枚数

増加

カジュアル化
民族衣装からの変化

たとえばサリーから

ジーンズへ等

日常の生活を支える三大要素

「衣」・「食」・「住」

生産財 当社の携わる工業用ミシン

Ⅳ-07
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事業内容 工業用ミシン（縫製産地）

縫製産地は絶えず好条件の生産拠点を求めて移動

好条件とは

品質の良い縫製品が安く作れる

まとまった数量が確保できる

納期が守れる

為替が安定している

関税が低い・・・等

これらの条件が充足されなくなると・・・

縫製基地としての

価値が低下

好条件を求めて

新たな縫製基地へ!!

新工場

設立
新工場

設立

設備の新規導入設備の新規導入

工業用ミシンの

販売チャンス!!

Ⅳ-08



当社販売拠点を中心に、世界約70か国、約200社の販売代理店網を整備。
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事業内容 工業用ミシン（生産・販売体制）

グローバルな生産および販売体制を構築

生産体制
工業用ミシンにおいては日本、中国、ベトナムで、
ダイカスト部品は中国および新たにベトナムで2014年より操業

販売体制
工業用ミシンにおいては各国の

Ⅳ-09
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事業内容 工業用ミシン（高い参入障壁）

新規参入が難しい環縫いミシン業界
精密機械である高性能・高機能な環縫いミシン業界への参入は難しい

機構が複雑で
部品点数が多い

バリエーションが
豊富

ニット素材はデリ
ケート（扱いにくい）

精密構造 機種が多い 職人技の世界

部品精度の管理や組立ノウハウ、教育制度の充実が必要

高い参入障壁

Ⅳ-10
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事業内容 工業用ミシン（当社の位置付け）

環縫いのＰＥＧＡＳＵＳとしての知名度を確立

ミシン業界は

150年以上の歴史

100周年を迎え

る環縫いミシンの

2014年に創業

専業メーカー

1964年、欧州 大の
繊維総合メーカーによる
600時間耐久テストで、

当社のオーバーロックミシン
のみ

合格!

世界ブランド

確立

世界中で

顧客ニーズに

合わせた

３,５００
種類以上の

豊富な機種を

展開!

世界トップクラスの

開発技術力!

世界 小径!!

世界 高速!!

Ⅳ-11
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事業内容 工業用ミシン（ＢＭ生産方式）

国際分業による効率的な生産体制

0%

50%

100%

150%

200%

H8/3 H12/3 H16/3 H17/3 H18/3 H19/3

販売台数 グループ在庫

在庫削減効果（当社販売台数と在庫の推移）

（平成８年３月の販売台数、グループ在庫をそれぞれ100%とする）

委託生産 ２５~３０％

日 本

中 国

ベトナム

ＢＭ生産方式とは

中 国

日 本

ミシンの基礎部分
の組立

オーダーを受けて
終完成品に組立

ＢＭ生産方式のメリット

通常２１日の生産工程を 短３日へ短縮

１台のベースマシンから平均２５種類のサブ
クラスに展開

一貫生産 １％
ＢＭ完成 ８~１０％

一貫生産（内需用） ３０~３５％
委託生産（内需以外） ２５~３０％

納期短縮・コストダウン・在庫削減

完
成
ミ
シ
ン
を

市
場
へ

ＢＭ効果

Ⅳ-12



Ⅳ-13 事業内容 ダイカスト部品

各種ダイカストによる自動車用安全ベルト関連部品の製造・販売

リトラクター部分の
ダイカスト製品

イメージ図

使用部位

当社の強み!

中国国内で日本製と
同等品質の部品を製造!

平成１９年（2007年）１月
中国・天津市に合弁会社設立

平成２０年（2008年）１月、営業開始

グループの業績拡大ならびに企業価値の向上を目指ざす。
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ダイカスト部品事業の拡大

設 立 時 期

商 号

代 表 者

平成２５年４月１０日

PEGASUS-SHIMAMOTO AUTO PARTS 

(VIETNAM) CO., LTD. 

美馬 正道

ダイカスト部品に関わる需要増加への対応を目的とし、
ベトナムに新たな生産拠点を設立。

決 算 期 １２月３１日

【参考】

所 在 地 ベトナム社会主義共和国ドンナイ省

資 本 金 １，０３０万米ドル

当社出資額 ８４０万米ドル

（出資比率 ８１．５５％）

ホーチミン

ハノイ

ハイズン省
(ミシン)

ドンナイ省

事業内容 ダイカスト部品Ⅳ-11
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■ ２０１４年世界の自動車生産台数（乗用車、商用車）

前年比２．６％増の約８，９７４万台（国際自動車工業連合会（OICA））
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1,368

1,767
2,119

売上高
(百万円)

平成22年
3月期

平成23年
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営業
利益率
(％)

2,501
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営業
利益率
(％)

売上高
(百万円)

ダイカスト事業を収益の第２の柱へ

平 成 26 年 11 月 、 天 津 Ｐ Ｓ Ａ に て

ISO/TS16949（BSI認証）取得。欧米

自動車メーカーへの新規参入に向けて

優位に。

天津工場は第1フェーズで得たノウハウに

よる高付加価値化と生産能力の増強へ。

平成25年（2013年）4月、ベトナム・ドンナイ

省（ホーチミン近郊）に合弁会社設立。

平成２６年（2014年）2月に営業開始。
12.5%

25.7% 25.0%
26.9%

23.0%

ダイカスト部品業績推移

連結業績推移

今後の展望

収益の第２の柱として発展させ、
グループの業績拡大ならびに
企業価値の向上を目指す。

Ⅳ-12
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-15.1%

1.7% 0.2%

7.9%
10.6%

7,985

11,943

3.6%

11,152 10,170

14,067
16,206

16.8%
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